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未 

未は 、で、まだ
、、

（果）のように大きくならない、つまり“未熟”な果

物の形を表わした字です。“未熟”ということで“まだ……ない”という

意味に使われます。音はミが呉音、漢音はビ。未完成、未来、未知、

未納、未開。「未亡人」は、“まだ亡
な

くならない人”という意味で、夫を

失った婦人が自分を謙遜して言うことばです。「○○未亡人」とよく言

われていますが、本義からすれば、早く死ねと言っているようで、大

変に失礼な言い方です。 

味は、未熟な果実を、「もう食べられるかな」と待ち遠しく思って“あ

じをみる”意味の字です。未熟な果実を表わす「未」に口を加えてあじ

を表わすとは、なかなかあじのある表現ではありませんか。味覚、珍

味。「味方」は「身方」の意味のあて字です。 

妹は、未熟な意味の未に女を加えて、“未熟な女”ということで、“い

もうと”という意味を表わしたものです。音は未の変化したマイです。i

（イ）がよくアイに変化するのは、英語の場合と全く同じことで、興味あ

ることです。 

mi→マイ si→サイ ti→タイ ki→カイ 

未→妹 思→細 治→胎 記↓改 

milk→mile signal→sign 

tick→tie king→kite 

昧は、日（太陽）が未熟である。つまり、“まだ空に日が上がらない”

ことを表わした字です。“くらい”という意味に使われています。音はマ

イです。また、“はっきりしない”“ぼんやり”“愚か”の意味にも使われ

ます。曖昧、蒙昧。 

寐は、寝るという意味の と、未熟の意味の未との会意形声字で、

“未熟な睡眠”という意味を表わしている字です。“うたたね”“まとろ

む”という意味の字です。熟睡ではなくて“浅い眠り”のことです。寤寐

（寤は吾の項参照）。 

魅は、未熟という意味の未と鬼との会意形声字で、“未熟”な鬼つま

り、人間とも鬼ともつかぬ“ばけもの”を表わしたものです。音は未
ミ

で

す。 

人間のかっこうをして人に近づき、人をあやしげな力で惑わすとい

うことです。これが「魅惑する」ことであり、そのあやしげな力が「魅力」

なのです。魑魅魍魎。 


